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上重要な 1コード (Q波)、 3コード(左室
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査の地域ブロックに準じ， 1地域の人数が 100人未満の地域は近隣地域と統合して 10地域で分析した。
また，共分散分析にて性・年齢を調整した地域別の NaIK比(対数変換値)を算出して比較した。
対数変換 NaIK比は，性による差は認めなかったが (P=0.863)，年齢階級別では高齢者でやや低い傾


















性別 査 康調査 追跡調査 合計
男性 年代 20蔵代 57 51 52 57 
30藤代 111 104 103 111 
40歳代 127 119 119 127 
50麓代 193 180 178 193 
60歳代 377 355 353 377 
70歳代 276 262 261 276 
80歳以上 98 95 92 98 
合計 1239 1166 1158 1239 
女性 年代 20歳代 77 70 67 77 
30歳代 233 214 207 233 
40歳代 183 173 169 183 
50露代 286 264 259 286 
60歳代 435 412 407 435 
70歳代 334 316 306 334 
80歳以上 111 105 103 111 
合計 1659 1553 1517 1659 
- 26一
表2 都道府県別同意者数調査地区数保健所数
都道府県 同意数 地区数 保健所数
北海道 132 14 8 
青森県 40 3 2 
岩手県 54 3 3 
宮城県 59 5 5 
秋田県 27 2 2 
山形県 29 2 2 
福島県 96 4 4 
茨城県 94 6 4 
栃木県 52 4 3 
群馬県 32 4 3 
埼玉県 122 16 81 
千葉県 78 14(13) 9 
東京都 204 35(30) 21 
神奈川県 126 22(20) 17 
新潟県 59 5 4 
富山県 41 2 2 
石川県 41 3(2) 2 
福井県 12 2 
山梨県 21 2 2 
長野県 57 5 4 
岐阜県 63 4 4 
静岡県 71 9 7 
愛知県 139 16 15 
ニ重県 54 4 4 
滋賀県 17 3 3 
京都府 67 7(6) 5 
大阪府 213 23 18 
兵庫県 109 13 7 
奈良県 15 3 2 
和歌山県 23 2 2 
鳥取県 2 
島根県 31 2 2 
岡山県 64 5 4 
広島県 65 7(6) 5 
山口県 52 4 3 
徳島県 15 2 
|香川県 23 2 2 
愛媛県 26 3 2 
1高知県 19 2 2 
福岡県 91 13(12) 11 
佐賀県 23 2 
長崎県 56 3 2 
熊本県 62 4 4 
大分県 57 3 2 
宮崎県 63 3 3 
鹿児島県 78 4 3 
沖縄県 24 3 2 






血清BNP 44 15 23 82 2816 
血清CRP 44 15 9 68 2830 
尿中たんぱく質 92 。 2 94 2804 
尿中ナトリウム 92 。 2 94 2804 
尿中カリウム 92 。 2 94 2804 
尿中クレアチニン 92 。 2 94 2804 
尿微量アルブミン 95 。 。 95 2803 
尿微量アノレブミン
95 。 。 95 2803 
換算値
表 4 検査項目の分布
変数 平均値 中央値 最小値 最大値
血清BNP (pg/mL) 14.9 2 832 8.3 
血清CRP (ng/mL) 1089.6 50 50700 382.5 
尿中たんぱく質 (mg/dL) 8.1 2 838.8 2.6 
尿中ナトリウム (mEq/L) 141.5 9 361 139 
尿中カリウム (mEq/L) 41 1.9 174.6 36.3 
尿中Na/K比 4.2 0.4 26.7 3.8 
尿中クレアチニン (mg/dL) 87 5 506.1 75.8 
尿微量アルブミン (mg/L) 40.6 l 5610 4.2 









































































































脳卒中の病型は NationalInstitute of Neurological Disorders and Strokeの
































追跡結果 人数 % 
生存在籍 2640 97. 1 
転出在籍 66 2.4 
死亡 2 0.1 






















調査票発送数 2，546 117 2，663 
リマインダー葉書数 705 37 742 
調査票再送数 370 NA 370 
ー電話件数 184 NA 184 
調査票回収数 2，523 89 2，612 













調査票郵送 調査票回収(率) 発症可能性あり(率) 未回収 要回収
糖尿病 59 56 (94.9%) 21 (37.5%) 3 2 
脳卒中 11 7 (63.6%) 5 (71. 4%) 4 2 































































































































送付した。最終的にコーディング担当者は 32人となったため 16人ずつAグ、ルー プとB
グ、ループに分けて、それぞれから l名ずつで 16ベアを作成した。各ペアはそれぞれ同ー
の心電図(原則として 180枚)を独立して判定することにした(ダブルコーデ、イング)。




























































表1には臨床上、重要と考えられる 1コード (Q波)、 3コード(左室高電位)、 4コ
ード (ST低下)、 5コード (T波)の組み合わせ所見の有所見率を性別、年齢別 (40歳
未満、 40--64歳、 65歳以上)に示した。ほとんどすべての所見で年齢が上がるほど、
また男性は女性よりも有所見率が高くなっていた。例えば高血圧の際などに観察されや
すいと言われている左室ストレインパターン (3-1or 3-3かつ 【4-1"'-'4-3 and/or 5-1 





















、予 4J史ぺ~ . A:ぺ舟々ぺ.，l') _，l')命、Jd-Fdbr-Jrd. ベヤグダ1 今6J唱90 争ら 争ら 争ら ややが
や
f砂G，砂側壁 下壁 前壁 φ や
左室高電位は3・1，異常Q波は，コー ド1・1-2，ST低下はコード4・3以上，陰性T波はコー ド5・3以上。







組みわせ所見 40歳未満 40-64歳 65歳以上 40歳未満 40-64歳 65歳以上
n=163 n=492 n=537 n=306 n=662 n=647 
4-1 '"'-'4-3のいずれか(全体) 0.60略 3.00覧 7.40略 1. 60拡 3.00覧 6.60覧
4-1 '"'-'4-3のいずれか(側壁) 0.60目 2.00弘 6. 10見 0.30覧 1. 50覧 4.90弘
4-1 '"'-'4-3のいずれか(下壁) 0.00覧 0.60略 2.40見 1. 30略 1. 10目 1. 20見
4-1'"'-'4-3のいずれか(前壁) 0.00目 2.20見 3.00同 0.00見 0.90略 2.80覧
5-1'"'-'5-3のいずれか(全体) 1. 80見 6.50拡 13.80覧 3.90見 5. 70覧 13.40拡
5-1 '"'-'5-3のいずれか(側壁) 1. 20見 5. 70覧 11. 20出 0.30覧 3.00拡 9.90見
5-1 '"'-'5-3のいずれか(下壁) 1. 20略 1. 60覧 4. 10略 1. 60見 1. 70拡 3. 10略
5-1 '"'-'5-3のいずれか(前壁) 0.00略 3.30覧 5.80略 2.30出 2. 70覧 8. 70略
3-1かっ【4-1'"'-'4-3and/or 5-1'"'-'5-3] 1. 20切 2.20覧 3.50覧 0.00同 1. 20覧 2.20略
3-1 or 3-3かっ 【4-1'"'-'4-3and/or 5-1'"'-'5-3] 1. 20見 2.80出 4. 70覧 0.30首 1. 40覧 3.60略
1-1 or 1-2 (全体) 1. 20覧 3. 70同 5.60覧 o. 70出 2.40同 2.20略
1-1 or 1-2 (側壁) 0.60見 0.60同 1. 70見 0.00略 0.30見 0.50覧
1-1 or 1ー2(下壁) 0.60目 2.20覧 2.60% 0.30略 1. 10見 1. 40話


















































































































法(平成 19年度法律第53号)第33条の規定に基づく申請書を作成した。平成 23年 8月に



























































































2.保健所を通じた日常生活動作能力 (Activitiesof Daily Living， ADL)と生活の質






































• NIPPON DATA 80と比較して、スタチン発売後の新しい状況での介護予防につ川て検討可能









調査年 いずれかのADL・ 死亡(15年間) 追跡できずQOL調査を実施
1990主 1995年 2000年 2006年 N % N % N % 註
50・54 55・59 60・64 65・69 278 36.4 46 6.0 440 57.6 764 
55・59 60・64 65・69 70・74 607 71.9 77 9.1 160 19.0 844 
60・64 65・69 70・74 75・79 639 80.8 135 17.1 17 2.1 791 
65・69 70・74 75・79 80・84 459 72.3 168 26.5 8 1.3 635 
70・74 75・79 80・84 85・89 263 59.8 173 39.3 4 0.9 440 
75・79 80・84 85・89 90・ 103 38.1 160 59.3 7 2.6 270 
80・84 85・89 90・ 24 20.3 94 79.7 。 0.0 118 
85・89 90・ 1 3.2 29 93.5 1 3.2 31 
90・ 。 0.0 8 100.0 。 0.0 8 
















































































































































































表2に、 X氏という仮想患者(男性、 52歳、総コレステロール 255mg/dl、HDLコレ
ステロール 45mg/dl、収縮期血圧 153回 Ig(降圧剤服薬なし)、喫煙あり、糖尿病な
し)のリスクを NIPPONDATA80、SCO随、フラミンガムスコアで算出した結果を示す。
これを見ると双方とも死亡率を推計している SCOREとNIPPONDATAの類似点が目立ち、
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Table 81. Estimate of 10-Year Risk for Men 











Ch。蜘怖訓 Ag・Ag・ Age Age Age 
mgldL 20・3向 4049y 切羽y ω-69y 河・79y
<1EヨD 。 。 。 。 。
100・199 4 3 2 1 。
200・239 7 5 3 1 。
240-279 9 6 4 2 
き280 11 8 5 3 
Points 
Ag・Age Age Age Age 
220-3お9y 4初0
N剖、剖Y、~~ 0 0 0 0 0 









130-139 1 2 
140-1鈎 2 
<:100 2 3 
P剖ntTo也1 10-Ye町 RIS量.%









































α回胎，sterof. Age Age Age Age Age 
mgI国L 20-39 y 40-49 Y 筑ト59y ω 9 Y 70-79 Y 
<160 0 0 0 0 0 
160・199 4 3 2 1 1 
2α)-239 8 6 4 2 1 
240-279 11 8 5 3 2 
>280 13 10 7 4 2 
p'oints 
Age Age Age崎e Ag・
20剖 y 4O-49y 50・59y 似同日~y 干0・79y
Nonsmc虫er 0 0 0 0 0 
S川跡er 9 7 4 2 1 









































ぜ 5 ~30 
SCOREチャート図2.
低リスク国用
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地域 コホート名 予測対象のイベント(10年以内) X氏の推計リスク注1) 
NIPPONDATA80(冠動脈疾患)5) 冠動脈疾患死亡 1-2% 
日本
NIPPONDATA80(全循環器疾患)5) 循環器疾患死亡(脳卒中含む) 1-3% 
SCORE (高リスク国)4) 動脈硬化性疾患死亡(脳卒中含む) 6% 
欧州
SCORE (低リスク国)4) 向上 3% 
米国 フラミンガムスコア 3) 冠動脈疾患死亡と非致死性心筋梗塞 20% 
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とした研修会(平成 22年 7月 大阪及び東京)
帳票処理作業(滋賀医科大学中央事務局)
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全国平均 1 13.65 司p
4 白

































雪量しsう : 干・イシスqシト食 : ぬだし汁防鳴し歩
• aを控え参しよう ・しsう
⑫ ⑫; ⑫;さ26⑫





























































電話替号 077-548-2191 ファックス 077-543-9732 
(電話受信時間平日午前10時から午後5時まで〉
ホー ムペー ジ h社p://hs-web.shiga-med.acjp/ 



























































施設名 貴描劃司到する 本調査票記入者ご芳名 本調査票記入日
ID 連絡先 E-mailアドレス
住所
平成 年 月 日
TEL @ 
患者氏名 生年月日 性別
大⑭平成22年 9月 17日 男・③
該当する項目全てにチェックを入れてください
1.糖原病の病型:口 I型 口 E型 ロ病型不明 口糖原病ではない(耐糖能障害)
口その他 仁一一一一一・……一一一一一一.L*具体的な臨床症状、病名などご記載ください























施霞名 貴描甜こおける 本調査票記入者ご芳名 本調査票記入日
ID 連絡先 E-mailアドレス
住所
平成 年 月 日
TEL @ 
患者氏名 生年月日 性別















口その他 L一一一----・H ・-_..-一一一一一一一一一一) *具体的な臨床症状などご記載ください
4.画像齢断について















施設名 貴担割こおける 本間査票配入者ご芳名 本調査票記入日
10 連絡先 E-mailアドレス
住所

















- 心電図変化の有無:ロなし 口あり一一一+口異常 Q波の出現 口 ST上昇 口 T波異常
置重量隼i
- 心筋逸脱酵素(CPK.GOT. LDH.トロポニンT等)の上昇:











































































































































しんふぜん ふせいみや〈 一一・-- -
心臓のまわりの血管が狭くなっている、心不全、不整脈など)であると医 かーら
貫われまし主食。





















































































































































































NIPPONDA TA201 0/ 




























































1 1 <0.5、11 2・5、
・圃 0.5-1、1 15・10・.
• 1-2 .圃 >10、
犠尿病あり
..喫煙 噴煙 ..唱量領 暗i.
血清総司レス干ロール
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様 性別 年齢 歳氏名













1.父 2.母 3.配偶者〈夫・妻) 4.息子・娘






〈イ〉食事 1.自分でできる 2.一部助けが必要 3.できない
〈ロ〉誹窪〈トイレ) 1.自分でできる 2.一部聞けが必要 3.できない
〈ハ〉着替え 1.自分でできる 2.一部朗けが必要 3.できない
















































































ADL調査・可否 1.可 2.拒否 3.不明 4.不可






















































































































































Robert D Abbott 公益財団法人放射線影響研究所統計部
Sohel R Choudhury パングラディシュ国立心臓財団病院研究所


























































































































































































































































































































電話077-548-2191 FAX 077-543-9732 
